
奈良産業大学

講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)
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　声や言葉、説明の明瞭さ、理解度の確認、私語等の授業環境、授業
満足度についてのアンケート結果はおおむねプラスでほとんどが全体
平均を上回っていた。少人数であり、かつ私語をする学生も実際には
ほとんど見受けられなかったこともあり、授業自体も進めやすく、また再
履修を繰り返してきた学生が大部分であることに常に配慮して授業を
進めてきたことがこの結果につながったのではないかと思う。

授業を理解するための工夫

　このインターネット英語Ⅰに続き、後期のインターネット英語Ⅱ
についても同じく履修者は再履修を繰り返してきたレベルの学
生がほとんどであろうから、前期で授業を進めるに当たり心掛け
てきたことを忘れず、どんなに低学力の学生に対しても教材の
レベルと授業の進め方の点で最大限の配慮をしながら対処して
いきたい。
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①授業計画の達成度について

②授業の進め方について

　大部分の学生がこの授業を履修するのにシラバスが役立ったと答え
ており、またこちらとしても実際シラバスどおり授業を進め、そして終え
ることができたと感じている。難易度についての学生からの評価では、
「高い」と「低い」がちょうど半々のような結果であったが、４年生以上の
何度も再履修を繰り返しているような学生がほとんどであったことを考
えれば、どうがんばってもこれが精一杯であり、これで良しとしたいとい
うのが正直なところであり、前期試験を受けた学生が全員どうにか無事
合格できたという結果を考えれば、学習の到達目標に十分近づけたの
ではないかと思う。
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート
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